
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週の卓話  （1 月 24 日） 

次週の予定  （1 月 31 日） 

先週の例会報告 

◆ 出席報告（1月 17 日分） 

会員数  45 名 出席数 37 名 欠席者  3 名 

特定免除  5 名 その他免除  0 名 

出席率 92.50％ 

 

前々回 12 月 20 日分 

ホームクラブの出席者 39 名   92.86％ 

メークアップの結果  39 名 

特定免除   6 名  その他免除   0 名 

欠席者    2 名  修正出席率 92.86％ 

ロータリーソング 

２０１１年～２０１２年度 

国際ロータリーのテーマ 

こころの中をみつめよう 

博愛を広げるために 

 

 カルヤン・バネルジー 

国際ロータリー会長 

᷂Ӣ 

Ẏ ɫɶȽɨɶȭɧɔ 

■ 事務所 
〒574-0046 大東市赤井１丁目 2-10 

ポップタウン住道本館４階 
T E L :０７２－８７５－１２００ 
F A X :０７２－８７５－０５９０ 
E-mail:office@daito-rc.org 
http://www.daito-rc.org/ 

■ 例会 
毎週火曜日 12 時 30 分～1 時 30 分 
〒574-0076 大東市曙町 4-6 
大東市民会館 4 階「大会議室」 
T E L :０７２－８７１－０００１ 
 
 

創立 1967 年 12 月 26 日 
■会 長 大西 寛治 
■幹 事 上田 正義 
■会報委員長 北本 良弘 

◆4つのテスト◆ 
言行はこれに照らしてから 
① 真実かどうか？ 
② みんなに公平か？ 
③ 好意と友情を深めるか？ 
④ みんなのためになるかどうか？ 
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OSAKA   JAPAN  

ニコニコ箱 

‐Reach Within to Embrace Humanity‐ 

 

後面に記載 

ゲスト 

  米山奨学生      ピューピュートゥェさん 

 

四條畷警察署  警備課 警部補  大間 清法 氏 

            巡査長  有本  透 氏 

 

オブザーバー           村山 朋久 氏 

                 田中 俊晴 氏 

「 畳のいろいろ 」 

角井 吉彦 会員 

平成 24 年 1 月 24 日   No.2144   H24.1.17 (No.2143 の例会記録) 

「 憧れの『北アルプス』パート 2 

           槍ヶ岳・穂高連峰 」 

北本 良弘 会員 

「 我等の生業 」「 四つのテスト体操 」 



 

 

 

あっという間に１月も１７日にな

りました。台湾の雙溪ロータリーク

ラブに報告に行ってまいりました。

後程、担当の委員長から報告があり

ます。又、昨日は青年会議所の１月

総会に出席しました。今年のスロー

ガンは闘魂です。阿川理事長の闘魂

の気迫に満ちた挨拶が有りました。 

平成７年１月１７日の早朝に阪

神・淡路大震災がありました。今年で丸１７年になります。皆様方も体験し知り合い

の方も被災に遭われたのではと思います。ご冥福をお祈りします。今回の東日本大震

災と比べ大阪を含む身近な場所で起こりました。地震で飛び起き、しばらくして外に

出ている時に大きな余震がありました。電線が大きく揺れ、道路が波たち、塀がねじ

れる光景を初めて目にしました。間もなくテレビで阪神高速の高架が崩壊し、神戸の

街が炎に包まれている映像を鮮明に覚えています。ただ事ではないと思いました。現

地にも行きましたし支援もしました。皆様の支援のお蔭で復興もほぼ終わりました。

東北地方の被災地も一日も早く復興しますようにお祈りします。 

話は変わりますが、元旦はお雑煮、４日は４日味噌、７日は七草粥、１５日は小豆

粥を頂きます。初詣、とんど、藪入りで正月行事も終わりです。薮入りは正月行事も

一段落して、お嫁さんが里帰りを許された日です。私も子供の頃に藪入りに帰った記

憶があります。今は、車社会ですので毎日でも帰れます。それが、商人の習わしにな

り奉公人が親元に帰れた日になって今に話となり伝わっています。主人から小遣いや

手土産等をもらい、久しぶりに両親に会う。ひと回り成長した我が子に安心する両親。

これら親子にとっては、この日こそ正月だったことでしょう。奉公に出て三年、やっ

と帰れる身になった子供を待つ親子の映画を見たこともあるでしょう。だが、子を思

う親の気持ちは今も変わりません。今は懐かしい行事ばかりです。 

２８日にはインターミーティングがあります。必ず出席をお願いし、会長の時間を

終わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大西 寛治 会長 会長の時間 



 

 

◎ニコニコ箱委員会                   福富 經昌 委員長 

 

・入会記念日自祝  鷺森  董 君  江原 誠三 君  田中 祥介 君 

    谷中 清孝 君  加藤 敏明 君  髙島  登 君 

    福富 經昌 君  小川 芳男 君  北本 良弘 君 

    松原 清一 君  小林 誉典 君  中村 眞也 君 

    大矢 克巳 君  東村 正剛 君 

・誕生日自祝  岡本 日出士君 

・在籍１１年自祝  大東  弘 君 

・楽しい例会、仲間に会える楽しみ、奉仕の出来る喜びに感謝 大西 寛治 君 

・台湾への同行、有難うございました 感謝   橋本 正幸 君 

・台湾雙溪ロータリークラブ様、有難うございました 感謝 田川 和見 君 

・中嶋会員 夫婦で美味しい食事頂きました 

 有難うございました 感謝     杉原 巨峰 君 

・台湾では、ご馳走様でした 感謝    佐藤 多加志君 

・夫婦で美味しい食事をいただきました 

 中嶋先輩 有難うございました 感謝    木村 克己 君 

・山中温泉で良い宿に出会いました 感謝   中野 秀一 君 

・昨年 １０月と１２月に孫が誕生しました 感謝  中嶋 啓文 君 

・クリスマス家族会欠席お詫び     森山 信一 君 

・メークアップ無しお詫び     松原 清一 君 

 

 

 

 

 

◎国際奉仕・世界社会奉仕委員会             田川 和見 委員長 

 

１月１０日～１２日に、台湾雙溪ロータリークラブに行ってまいりました。大西会

長・上田幹事・橋本社会奉仕委員長・佐藤国際交流平和委員長・WCS 国際奉仕委員

長の５人で報告に行きました。 

雙溪ロータリークラブのメンバーは SK 会長・ゼブラ WCS 委員長・ポール国際委

員長・ストーン直前委員長・トニー会長エレクト・デザイナー委員長の６名です。 

委員会報告 



内容は前回１１月での話では地区から義援金が返ってきてなかったので、今回その

義援金を塩釜東ロータリークラブでのフェリーの購入の一部に全額使わせてもらい

たいと相談しました。SK 会長は、心良く受けてくれ素晴らしいことだと言っていた

だきました。老人ホームの工事もずれこんでおり、フェリーの進水式と同じ日にする

ということで SK 会長には、来ていただきたいと言ってまいりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 ロータリー理解推進月間に因んで 」 

 

中原 毅 ロータリー情報委員長 

大川 真一郎 会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先週の卓話 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



黒部五郎岳 ：  標高 2840m               百名山 58／100 

 

黒部五郎岳（くろべごろうだけ）は、富山市、

飛騨市及び高山市にまたがる飛騨山脈の標

高 2,840m の山である。別名、中ノ俣岳（な

かのまただけ）、鍋岳。黒部五郎岳は富山県

側、中ノ俣岳は岐阜県側の古来からの名称。

日本百名山及び花の百名山に選定されてい

る。山域は中部山岳国立公園に指定されてい

る。 

立山連峰が巨大な薬師岳より南下して、太郎

兵衛平から北ノ俣岳を経て続くなだらかな

で広々とした稜線の先に、巨大な圏谷を抱く

特異な山容を見せるのが、この山である。花崗閃緑岩で構成され、山頂付近は岩が積み重なっ

た砂礫地である。 

圏谷が、その山体に対して余りに巨大なため、巨大なスコップでえぐられたようにも見えるし、

また火山が噴火によって自らの山体を崩壊させたのかとも思えるような、巨大な U字谷を両腕

の如き 2本の山稜が抱えるような姿をしている。 

その巨大な凹地は、東方の三俣蓮華岳の方を向いているが、その山容を最も特徴的で、なおか

つ美しく見せるのは、黒部川源流を隔てた雲ノ平から眺めた時である。 

その圏谷底に立つと、荘厳な雰囲気すら感じられる。自然の造形の妙を遺憾なく発揮した山で

ある。また、圏谷底に立つ赤い三角屋根の黒部五郎小舎も、この優美な山の風景に溶け込んで

おり、その景観に一点のアクセントを添えている。 

 

 

 

 

水晶岳 ：  標高 2986m                 百名山 59／100 

 

水晶岳（すいしょうだけ）は富山市南東部に

位置する標高 2,986m の飛騨山脈（北アルプ

ス）の山である。山域は中部山岳国立公園に

指定され、日本百名山に選定されている。 

別名は、黒岳。 

黒部川源流部での最高峰及び富山市の最高

地点である。標高 3,000m 未満の山としては、

2,999m の剱岳に次ぐ高さの山である。山頂

は切り立った岩の双耳峰で、三等三角点（点

名は水晶山、所在地は富山県富山市大字有峰

字黒部谷割 10）のある北峰は 2,977.7m 

測定点である南峰は 2,986m である。東斜面にはすり鉢状の圏谷地形（カール）がある。 

山の上部は森林限界のハイマツ帯で、山頂の岩場からは飛騨山脈の大部分の山を見渡すことが

できる。南西に黒部五郎岳の圏谷地形を正面から望むことができ、北側に赤牛岳の赤い岩肌を

望むことができる。 


